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大木 留美田中 秀昭 山下 亜緯子

監査委員 副議長 議　長

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
私
た
ち
は
、
十
月
三
日
の
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、
副
議

長
、
監
査
委
員
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
市
民
の

皆
様
の
一
致
し
た
願
い
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
ち
、
そ
の
付
託
に
応

え
る
べ
く
、
柏
原
市
の
発
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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０３ 議案第 59 号　令和７年度柏原市一般会計補正予算（第 7 号）

一般会計補正予算（第７号）の一部を紹介します
▶住民税非課税世帯おこめ券配布事業　１，８１７万 5 千円
▶子育て世帯おこめ券配布事業　１，２２０万３千円
物価高騰の影響を受ける住民税非課税世帯及び子育て世帯を支援するため、おこめ券を配布するもの。

▶令和７年第３回定例会は１０月８日から１１月５日の２９日間の会期で開催し、合計２４件の市長提出議案を審議
しました。また、１０月２３日、２４日には議案に対する質疑及び一般質問が、会派代表者等により行われました。

　児童福祉法の改正により、市町村の認可事業となった
乳児等通園支援事業（通称：こども誰でも通園制度）に
ついては、その設備及び運営について、条例で基準を定
める必要があるため、条例を制定するもの。

０２ 議案第 57 号  柏原市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の制定について

　市立柏原病院の経営形態を含めた今後の方向性につ
いて検討し、専門的な見地から提言することを目的とした

「市立柏原病院のあり方検討委員会」を設置するにあたり、
条例の一部を改正するもの。

０１ 議案第 55 号  執行機関の附属機関に関する
条例の一部改正について

令和７年第２回定例会の概要令和７年第２回定例会の概要令和７年第３回定例会の概要

▶民間保育園等整備事業　　４，５７４万３千円
市内民間保育園の園舎建て替え工事に係る費用に対して補助するもの。

▶公民館施設（堅下合同会館）管理費　　１９７万円
堅下合同会館の空調機器の修繕など。

Q

A

令和６年度の取組について問う。

商工業振興事業

中小企業者に実施したアンケートで課題とされた人材不
足、販路開拓、市内事業者間の交流、補助金活用の取
組として、柏原市協働企業パートナー制度の創設、補助
金活用セミナー、企業交流会、空き店舗見学ツアーを
実施した。

決算認定の審査では、予算がどのように使わ
れ、どのような成果を上げたのかなど、今後
の市における予算編成や財政運営に生かす
ために、チェックや評価をします。

Q

A

令和５年度からの活用状況と導入効果について問う。

バスロケーションシステム保守業務委託料

累計アクセス数は、２８，０８６件となっている。導入により、
迅速かつ正確にバスの現在位置を確認し、電話問合せ
に即時に対応できるなど、市内循環バスの利便性の向
上と業務の効率化が図られた。

総務産業委員会

Q

A

令和６年度の参加者数とコンテンツ変更の予定を問う。
プロジェクションマッピング保守管理業務委託料

ガイドツアーの参加者数が約８，８００人、亀の瀬地すべ
り歴史資料室への来場者数が約２１，０００人となった。コ
ンテンツの変更には多大な経費を要するため、現状の内
容を維持しつつ、人気アニメーションとのコラボレーショ
ンなど、来訪者の関心を高める努力をしたい。

Q

A

自治体 DX 推進事業

自治体情報システムの標準化、共通化に向けた取組の
ほか、市民課、課税課及び納税課に申請書支援システ
ムを導入し、マイナンバーカード等を利用することで、
氏名や住所の記載を自動で行う書かない窓口の実装を
行った。

令和６年度における具体的な実施内容を問う。

令和６年度 
決算の審査概要

総務産業委員会 厚生文教委員会
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・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　
・賛成は「○」、反対は「×」、討論を行った議員は「討」と表記しています。
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報告第１２号　　　専決処分報告について「令和７年専決第９号　損害賠償の額の決定について」 報告 − − − − − − − − − − − − − − −

報告第１３号　　　
専決処分報告について「令和７年専決第１０号　令和７年度柏原市一

般会計補正予算（第５号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５０号　　　有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５１号　　　有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５２号　　　有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５３号　　　有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５４号 有功者表彰推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５５号　　　執行機関の附属機関に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５６号　　　執行機関の附属機関に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第５７号　　　
柏原市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第５８号　　　令和７年度柏原市一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５９号　　　令和７年度柏原市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６０号　　　
令和７年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第６１号　　　令和７年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６２号 令和７年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第６３号 令和７年度柏原市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第　１号 令和６年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第　２号　　　
令和６年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決

算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第　３号　　　
令和６年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上診療所）

歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第　４号　　　令和６年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第　５号　　　
令和６年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第　６号　　　令和６年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について 認定 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認定第　７号　　　令和６年度柏原市水道事業決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第　８号　　　令和６年度柏原市下水道事業決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

令和７年第３回定例会の議決結果

討
×○

討

討
×○

討

討
×○

討

討
×○

討

討
×

討
×

討
×○

討
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Q

A

スクールバスの運行状況について問う。
スクールバス運行事業

堅下南小学校の登校において１便、堅上小学校の登下
校において各２便運行している。利用者数については、
令和７年１０月１日時点で堅下南小学校９名、堅上小学校
で３９名が利用している。

Q

A

令和６年度の助成件数と今後の制度の拡充について問う。

難聴高齢者補聴器購入費補助金

助成件数は１７件であった。これまで聴覚障害に係る指
定を受けた医師の在籍する医療機関を受診する必要が
あったが、令和７年度から補聴器相談員が在籍する医
療機関へと要件を変更し、より多くの方に受診していた
だけるように対応した。

厚生文教委員会

Q

A

事業効果をどのように捉えているのか問う。

学校給食費補助事業

令和６年度に行ったアンケートで、「子どもがたくさんい
る家庭では助かる」、「給食費の分を塾代などに回すこと
ができる」、「給食費が払えない家庭も安心して子どもに
栄養満点の給食を与えることができる」など肯定的な意
見が多く、経済的な負担の軽減につながっていると認識
している。

Q
A

キャッチアップの接種者数を問う。
子宮頸がんワクチン接種業務委託料

接種は３回行うことで完了することから、延べ接種回数
では１，５７４回、接種者実人数では６９４人となった。令
和５年度と比較すると接種回数で１，２１２回、接種者数で
４８１人増加した。

討
×
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問　
令
和
６
年
度
決
算
に
お
け

る
赤
字
要
因
に
つ
い
て
問
う
。

答　
入
院
患
者
数
は
前
年
度
に

比
べ
増
加
は
し
た
も
の
の
、
増

加
幅
は
限
定
的
で
あ
り
、
目
標

と
し
て
い
た
病
床
稼
働
率
81.6
％

に
は
及
ば
ず
67.6
％
に
と
ど
ま
り
、

赤
字
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

問　
病
院
内
で
取
り
組
ん
で
い

る
経
営
改
善
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
集
患
に

特
化
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
救
急

対
応
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め

10
月
１
日
か
ら
外
科
系
の
救
急

を
24
時
間
365
日
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
変
更
し
た
。
人
件
費

に
お
い
て
も
、
看
護
部
の
派
遣

職
員
の
配
置
見
直
し
や
医
師
の

勤
務
形
態
の
見
直
し
を
進
め
て

費
用
の
圧
縮
に
努
め
て
い
る
。

問　
市
立
柏
原
病
院
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
検
討
す
る
内
容
は
。

答　
高
齢
者
の
増
加
や
人
口
減

少
に
伴
う
患
者
数
の
減
少
、
医

師
不
足
、
物
価
高
騰
に
よ
る
人

件
費
の
高
騰
な
ど
、
自
治
体
病

院
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を

踏
ま
え
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
医
療
を
持
続
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
の
方
向
性
と
、
適
切

な
経
営
形
態
に
つ
い
て
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

要
望　
指
定
管
理
者
制
度
や
地

方
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
経
営

形
態
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
病
院
事
業
債

に
対
す
る
交
付
税
措
置
の
割
合

の
引
き
上
げ
を
可
能
と
す
る
再

編
・
連
携
に
よ
る
整
備
な
ど
財

政
支
援
や
補
助
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な

医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
た

め
の
方
向
性
を
早
期
に
示
し
て

い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

市民のための柏原病院

子どもたちの
より良い教育環境とは

阪維新の会阪維新の会阪維新の会大大大

新会新会新会政政政
問　
各
小
学
校
の
青
少
年
健
全

育
成
会
に
対
し
て
、
小
・
中
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

関
す
る
説
明
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
が
、
今
後
、
適
正
規
模
・
適

正
配
置
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
問
う
。

答　
現
在
、
児
童
数
・
生
徒

数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
現

状
や
10
年
後
の
学
級
数
の
推
測

値
、
市
と
し
て
考
え
て
い
る
適

正
な
学
校
規
模
な
ど
、
具
体
的

な
数
値
を
示
し
、
各
地
域
で
の

説
明
会
が
終
了
し
た
後
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
説
明
会
で
配
布
し

た
資
料
を
公
開
し
、「
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
教
育

環
境
と
は
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
の
ご

意
見
を
２
月
末
ま
で
受
け
付
け

る
。
令
和
８
年
度
に
は
、「
適
正

規
模
・
適
正
配
置
審
議
会
」
を

設
置
し
、
学
校
の
再
編
整
備
に

関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
が
示

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
令
和

９
年
度
に
は
、
新
た
な
「
適
正

規
模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
保
護
者
や
地
域
へ

の
説
明
を
経
て
、
学
校
の
再
編

整
備
へ
の
理
解
を
求
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
は
「
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方

で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、「
早
く

統
廃
合
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご

意
見
が
多
い
地
域
も
あ
る
。
老

朽
化
が
進
む
学
校
施
設
も
多
い

こ
と
か
ら
、
学
校
の
再
編
整
備

と
老
朽
化
対
策
を
一
体
的
に
捉

え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最

適
な
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、
両
施
策
を
確
実
か
つ
迅
速

に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
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国道 25 号の渋滞解消の
早期実現を 明党明党明党公公公

本共産党本共産党本共産党日日日循環バスの土日運行と
乗合タクシーの導入を

問　
市
内
循
環
バ
ス
の
見
直
し

計
画
案
に
関
す
る
意
見
交
換
会

の
開
催
実
績
を
問
う
。

答　
市
役
所
大
会
議
室
で
２
回

開
催
し
、
計
26
名
が
参
加
さ
れ
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

問　
意
見
交
換
会
で
は
「
便
数

が
少
な
く
乗
り
継
ぎ
の
負
担
が

大
き
い
。」「
サ
ン
ヒ
ル
柏
原
（
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
増
便

は
理
解
で
き
る
が
、
他
地
域
の

減
便
は
納
得
で
き
な
い
。」
等
の

声
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
る
改

善
が
望
ま
れ
る
。
高
台
に
あ
る

サ
ン
ヒ
ル
を
約
18
億
円
か
け
て

改
修
し
、
子
育
て
世
代
や
高
齢

者
を
集
め
る
こ
と
が
根
本
的
に

問
題
で
あ
る
が
、「
土
日
祝
日
の

運
行
を
希
望
」
す
る
声
に
ど
う

応
え
る
の
か
。

答　
土
日
運
行
に
つ
い
て
は
、

運
転
手
の
確
保
や
財
政
面
の
負

担
増
な
ど
、
現
段
階
で
は
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
年
の
６
月
市
議
会
で
循

環
バ
ス
を
補
う
た
め
に
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
活
用
を
提
案
し
た
が

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
全
国
の
自
治
体
の
導
入
実

績
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
市

内
循
環
バ
ス
と
の
役
割
分
担
や

費
用
対
効
果
な
ど
の
課
題
を
整

理
し
、
調
査
研
究
を
続
け
る
。

要
望　
柏
原
市
で
も
社
会
実
験

が
行
わ
れ
、
近
隣
の
八
尾
市
や

藤
井
寺
市
で
も
運
行
や
実
験
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
地
域
公
共

交
通
が
し
っ
か
り
と
維
持
さ
れ

る
こ
と
は
、
国
民
の
権
利
で
あ

る
。「
国
民
が
安
心
し
て
豊
か
な

生
活
と
人
生
を
享
受
す
る
た
め

に
は
交
通
権
（
国
民
の
交
通
す

る
権
利
）
の
保
障
と
行
使
が
欠

か
せ
な
い
。」
と
の
立
場
で
、
改

定
・
改
善
を
強
く
要
望
す
る
。

問　
国
道
25
号
の
渋
滞
解
消
に

つ
い
て
問
う
。

答　
国
分
地
域
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
田
辺
旭
ヶ
丘
線

の
整
備
に
よ
り
、
奈
良
方
面
か

ら
羽
曳
野
駒
ヶ
谷
方
面
へ
向
か

う
車
両
は
、
国
分
南
交
差
点
を

通
行
す
る
こ
と
な
く
駒
ヶ
谷
方

面
に
向
か
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
後
は
、
円
明

企
業
団
地
か
ら
西
名
阪
自
動
車

道
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
同
様

に
国
分
南
交
差
点
を
経
由
せ
ず

に
奈
良
方
面
へ
向
か
う
こ
と
が

で
き
、
交
通
量
が
約
３
割
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
柏
原
地
域
の
渋
滞
対

策
に
つ
い
て
は
、
国
道
25
号
を

含
む
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
に

寄
与
す
る
事
業
と
し
て
、
都
市

計
画
道
路
大
県
本
郷
線
整
備
事

業
が
大
阪
府
に
お
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
柏
原
市
全
域
に
お

け
る
渋
滞
対
策
と
し
て
は
、
国

道
25
号
の
抜
本
的
な
渋
滞
解
消

に
向
け
、
国
道
25
号
大
阪
柏
原

バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
を
設
立
し
、
整
備
促
進
大
会

の
開
催
を
通
じ
て
地
域
の
声
や

思
い
を
確
認
す
る
な
ど
、
要
望

活
動
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
田
辺
旭
ヶ
丘
線
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

国
道
25
号
大
阪
柏
原
バ
イ
パ
ス

構
想
な
ど
、
渋
滞
解
消
に
向
け

た
取
組
が
大
き
く
前
進
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ

る
。
国
道
25
号
の
渋
滞
対
策
に

つ
い
て
は
、
我
が
会
派
も
国
に

対
し
て
積
極
的
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

渋
滞
解
消
の
実
現
に
向
け
、
対

策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

国道 25 号の渋滞対策（柏原市全体）

市内循環バス（きらめき号）
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令和７年第４回定例会（予定）
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11月27日（木） 本 会 議 議案説明
12月10日（水） 本 会 議 個人質疑・質問12月11日（木）
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この陳情は、「議長預かり」となりました。
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